
年間授業計画

杉並高等学校　令和５年度　教科 地理歴史 科目　世界史B　年間授業計画

教　　　科： 地理歴史　 科　　　目：世界史B　　単位数：4単位

対象学年組： 第３学年　必修選択者　

教科担当者：（自選： 金森）

使用教科書：（世界史Ｂ（山川出版社）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（『エスカリエ』（帝国書院）　ウィニングコンパス2023（とうほう）　世界史10分間テスト（山川出版社）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 科目世界史Bの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月

大学入試問題演習 過去問題を解き、出題形式に慣れ、実践力を育成する。 定期考査
授業への取り組み

提出物
12

大学入試問題演習 過去問題を解き、出題形式に慣れ、実践力を育成する。
2

5

３
月

定期考査
授業への取り組み

提出物

定期考査
授業への取り組み

提出物

定期考査
授業への取り組み

提出物

定期考査
授業への取り組み

提出物

定期考査
授業への取り組み

提出物

定期考査
授業への取り組み

提出物

共通テストの過去問題を中心に、基本を押さえた典型問題に取り組み、その
解法プロセスなど必要知識の使い方を学ぶ。

７
月

定期考査
授業への取り組み

提出物

1
2
月

共通テスト演習

２
月

大学入試問題演習 過去問題を解き、出題形式に慣れ、実践力を育成する。

18

４
月

５
月

オリエントと地中海世界 ・地中海一帯の地理的特質を把握し、エーゲ文明、ギリシア・ヘレニズム文
明・ローマ文明の特徴を理解する。

先史の世界
オリエントと地中海世界

12

・西アジア世界の地理的特質を把握し、オリエント文明の盛衰、イラン人の
活動を理解する。 定期考査

授業への取り組み
提出物

・東アジアの地理的特質を把握し、中国文明の起源、殷・周の成立から秦・
漢帝国の動向までを理解する。

12

６
月

アジア・アメリカの古代文明
内陸アジア世界・東アジア世界の形成

・南アジアの地理的特質を把握し、南アジア世界の形成過程を理解する。

18
定期考査

授業への取り組み
提出物

内陸アジア世界・東アジア世界の形成

・イスラーム世界成立の背景とその特質、アラブ人による発展とイスラーム
帝国の形成を理解する。

3

９
月

ヨーロッパ世界の形成と発展 ・地中海世界解体後、ヨーロッパ世界が東西に分かれ、ゲルマン人移動後の
西ヨーロッパでは、外部勢力との対抗の中で封建社会が形成されていったこ
とを理解する。 12

定期考査
授業への取り組み

提出物

8
月

・東アジアの地理的特質を把握し、中国文
明の起源、殷・周の成立から秦・漢帝国の
動向までを理解する。

定期考査
授業への取り組み

提出物

1
1
月

アジア諸地域の繁栄 ・ユーラシア諸地域の繁栄と、隣接諸地域について理解する。

18

１
０
月

内陸アジア世界・東アジア世界の展開 ・内陸アジア世界におけるトルコ人の活動とイスラーム化の進展を理解す
る。

16

12


